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1 は じめに

1972年 に開発された試験管内遺伝子組換え技術を契機として、遺伝子工学

の生物産業分野の技術革新が興り、バイオテクノロジー (生物工学)の 世界的ブ

ームが巻きおこった。これに触発されて我が国では、平成元年前後から、全国の

大学の工学系生物工学関連学科の新設 ・改組が行われ、その数は40学 科以上に

及んでいる。小講座単位の新設 ・改組においては、全国の大学の工学部化学系学

科のほとんどにおいて、生物工学関連講座を導入されたのが現状である。また、

高等工業専門学校においても専門分野の充実と同時に大学教育への連結が模索さ

れている。

高等教育組織の改革充実は文部行政の主要課題に位置づけられており、組織と

内容の変革は今後も続 くことが予想される。こうした流れの中で、バイオテクノ

ロジーを含む生命科学は情報科学と共に重点研究推進分野とされている。これを

受けて生物工学分野の教育研究組織の数は急速に増加しつつあるが、その教育体

系は十分に調っているとはいいがたい。そこで、この学術分野の中心学会である

日本生物工学会の基に、平成 4年度に生物工学教育研究部会を設置した。会員の

情報交換により、生物工学の教育の理念、教育目標を定め、生物工学分野の人材

育成のためのカリキュラムのあり方をまず検討することとした。

各大学がそれぞれ特徴ある教育を目指すことは当然であるが、 「生物工学」と

いう大枠の中で、基本事項については共通の基盤があってしかるべきである。

「生物工学」は理学、工学、農学、薬学、医学の分野にまたがり、益々学際領域

化しつつある。この様な中で、工学部における生物工学教育を如何に特徴づけて

いくかは、重要な課題である。工学部で 「生物 ・工学」を学んだ学生がいかなる

基礎知識を持って卒業するかを明確にしておくことは、産業界に対するサービス

としても大切であり、高校生の進路指導にも重要である。

この調査中にも、一部の大学では大学院重点化によって、学部教育の大幅な改

革が行われている。本来、カリキュラムは流動的なものであり、たえず改良が加
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